
 

 

 

 

 

 7月 28日（土）と29日（日）はいつもとは違う動きの台風に心

配しました。高槻市の小学校の屋根が飛んだというニュースを聞い

て、再び学校の施設設備の点検の行き届いていないことがあること

を痛感しました。本校は先日の地震の後に点検をしてもらい、府立

学校で 4 校だけ修繕対象でない学校の一つに入っていました。阪神

淡路大震災後に設立した学校なので設計から考えていただいたのか

なあと思いました。 

夏休みに入り、校内には空調工事の足場が組まれています。27日

（金）事務室が台風対策を業者に確認していたので大丈夫でした。

しかし、ニュースで吹田市の商業ビルの足場が崩れたと知り、プー

ル登校があれば高等部の自主通学の生徒の通学路付近なので対策が

必要でした。今朝早く確認しましたら、歩行者も車も通常通り通行

できていました。 

最近は自然災害の力の大きさに驚くことが続いています。いくら

備えても想定外がおきるのかもしれませんが、いろいろな視点で防

災対策を行っていきます。 


